
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の無線機からの信号をアンテナを介して受信する受信手段と、
　該受信手段で受信された受信信号中の音声信号を検出する信号検出手段と、
　前記受信手段で受信された受信信号中のトーン信号を検出し、予め自機に設定されてい
るトーン信号との一致を判断するトーン信号検出手段と、
　前記受信手段によって他の無線機からの信号を受信した際、前記信号検出手段によって
音声信号が検出され、かつ前記トーン信号検出手段によってトーン信号の一致が検出され
ると、バイブレータを振動させて他の無線機からの受信を知らせると同時に、スピーカス
イッチを閉塞させてスピーカより前記音声信号を出力する手段と
を具備することを特徴とするパーソナル無線機。
【請求項２】
　他の無線機からの信号をアンテナを介して受信する受信手段と、
　該受信手段で受信された受信信号中の音声信号を検出する信号検出手段と、
　前記受信手段で受信された受信信号中のトーン信号を検出し、予め自機に設定されてい
るトーン信号との一致を判断するトーン信号検出手段と、
　前記受信手段によって他の無線機からの信号を受信した際、前記トーン信号検出手段に
よってトーン信号の一致が検出されるとバイブレータを振動させて他の無線機からの受信
を知らせ、さらに、トーン信号の一致と、前記信号検出手段によって音声信号が検出され
るとスピーカスイッチを閉塞させてスピーカより前記音声信号を出力する手段と
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を具備することを特徴とするパーソナル無線機。
【請求項３】
　請求項 又は に記載のパーソナル無線機において、
　前記トーン信号が選択呼び出しシグナリングにより設定されることを特徴とするパーソ
ナル無線機。
【請求項４】
　請求項 に記載のパーソナル無線機において、
　前記選択呼び出しシグナリングがＣＴＣＳＳ，ＤＣＳ，ＭＳＫ又はＤＴＭＦのいずれか
１つ又はその組合せからなることを特徴とするパーソナル無線機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、直接又は中継機を介して相互に通信可能なパーソナル無線機に関する。なお本
明細書中におけるパーソナル無線機は、２方向携帯ウォーキートーキー無線システム (2 w
ay handheld walkie-talkie system) やファミリ無線サービス（ FRS: Family Radio Serv
ice）で用いられる無線機や、簡易／特定小電力／業務用ハンディトランシーバなどを含
む。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナル無線機（以下単に無線機という）用には所定の周波数帯域が割当てられており
、この周波数帯域にある周波数を用いて近距離にある複数の無線機関で相互通信が行なわ
れる。また、レピータなどの中継機を介して遠距離にある無線機とも相互通信を行うこと
ができる。
しかし、無線機における中継機は、セルラー電話機やＰＨＳ電話機で用いられる基地局と
は基本的にその構成を異にしている。
【０００３】
図１４は、レピータ（中継機）を介して相互通信を行うパーソナル無線機を使用した通信
システムの構成図である。
このシステムにおいては、無線機はグループ化されており、各無線機はいずれかのグルー
プに属している。各グループに属する無線機にはそれぞれ同一のトーンコード（グループ
コード）が割当てられている。そしてグループ毎に異なるトーンコードを割付けることに
より、同一周波数を用いた通信であっても、トーンコードが同一である無線機同士のみで
通信を行うことが出来る。
【０００４】
図１４に示すシステムでは、無線機は３つのグループ（Ａグループ、Ｂグループ、Ｃグル
ープ）のいずれかに属するようになっており、Ａグループには無線機Ａ－１，Ａ－２が、
Ｂグループには無線機Ｂ－１，Ｂ－２が、Ｃグループには無線機Ｃ－１，Ｃ－２が属して
いる。各無線機からレピータに対するアップリング周波数ｆ T Xは４６４ＭＨｚ、レピータ
からの各無線機に対するダウンリンク周波数ｆ R Xは４６９ＭＨｚに指定されている。
トーンコードは通常、選択呼び出しシグナリングにより設定される。選択呼び出しシグナ
リングとしては CTCSS（ Continuous Tone Control Squelch System）、 DCS（ Digital Code
 Squelch）、 MSK（ Minimum Shift Keying）、 DTMF（ Dual Tone Multi-Frequency）などが
単独又はその組合せとして使用されるが、図１４のシステムでは CTCSSを使用している。
【０００５】
ＣＴＣＳＳでは、音声信号に３００Ｈｚ以下のトーン信号をエンコーダ（Ｅ）により重畳
し、この信号をデータ（Ｄ）により検出してスケルチを制御する。トーン信号としてＡグ
ループには６７Ｈｚ、Ｂグループには８８．５Ｈｚ、Ｃグループには１００Ｈｚがそれぞ
れ割当てられている。
Ａグループに属する無線機Ａ－１、Ａ－２同士は周波数Ｔ 1（ｆ T X，ｆ R X）で交信をする
ことが出来るが、その間Ｂ及びＣグループに属する無線機Ｂ－１，Ｂ－２，Ｃ－１，Ｃ－
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２はトーン信号（６７Ｈｚ）を検出することが出来ないため、スピーカ出力がミュートさ
れ、交信をすることは出来ない。
Ｂ，Ｃグループに属する無線機同士でも同様であるため、同一グループに属する無線局間
のみで交信が可能となる。
【０００６】
このような無線機には、他の無線機から呼び出されたことを認識出来るようにビープ（ Be
ep）音鳴動機能を備えたものが多い。さらに最近では、ビープ音鳴動機能と共に、あるい
は、ビープ音鳴動機能に替えて振動着信機能を備えたものがある。
ビープ音鳴動機能は、送信側の無線機が送出したビープ音を受信側の無線機が認識し、応
答を行うために用いられている。しかし、周辺ノイズの大きな工事現場のような場所では
、ビープ音が認識しずらいため、振動着信機能を備えたものが用いられている。
【０００７】
無線機に内蔵されたバイブレータが相手側無線機からの着信時に振動を開始するため、容
易に着信を認識できるという利点がある。
一般に無線機は他の無線機からの信号を最初に受信した時、又は自分が最初に送信を行っ
た時を「通話の開始」、他の無線機からの信号を受信している間、および自分が送信して
いる間を「通話中」、他の無線機からの信号が受信できない状態が一定時間続いた時を「
通話の終了」と見なしている。
【０００８】
ここで、振動着信機能を備えた従来のパーソナル無線機は、振動着信機能がＯＮになって
いる時には以下のように動作する。内蔵する信号検出器によりトーン信号を検出すると、
バイブレータの振動を開始する。バイブレータの振動中は、受信した音声信号はスピーカ
からは出力されない。これは音声信号にミュートをかけているためである。ビープ音鳴動
機能を備えている場合には、何種類かのコールトーン毎に異なるビープ音が設定され鳴動
する。
【０００９】
ビープ音の鳴動中も音声信号はスピーカから出力されない。このとき、操作者が無線機の
いずれかのキー、例えば PTT（ Press to Talk）スイッチなど、を押下して通話を始めたり
、予かじめタイマに設定してある振動継続時間が経過すると、バイブレータの振動やビー
プ音が停止し、停止後にミュートが解除されて受信音声が出力される。
なお、いったんバイブレータが振動すると、送信していない状態および受信信号が検出で
きない時間が一定時間以上経過しない限り、再度信号を検出しても振動することはない。
【００１０】
図１２は従来の振動着信機能付き無線機の着信動作を説明するタイムチャートである。
送信側の無線機から送信音声信号（Ａ）が時刻ｔ 1で送信されると、受信側の無線機は、
送信音声信号と共に到来するトーン信号の一致を検出し、一致した場合に、時刻ｔ 1でバ
イブレータの振動（Ｂ）を開始する（無線機関の電波伝搬遅延は無視している）。受信側
でＰＴＴスイッチを押下するなどの応答動作のためのキー操作がなされたり、あるいは予
かじめ設定された振動継続時間が経過した場合（時刻ｔ 2）、バイブレータの振動は停止
する。
バイブレータの振動が停止すると受信回路からスピーカへの信号経路のミュート動作を停
止させ、受信音声信号（Ｃ）に基づく受信音声がスピーカから出力される。
【００１１】
前述したようにいったんバイブレータが振動した後（時刻ｔ 1後）は、一定時間の信号中
断がない限り、再度送信音声信号（Ａ）を検出しても振動は開始しないため、時刻ｔ 4，
ｔ 6において振動が開始することはない。
時刻ｔ 7後、信号中断が一定時間経過したため、時刻ｔ 8において通話が終了する。したが
って一回の通話は時刻ｔ 1から時刻ｔ 8までとなる。ついで時刻ｔ 9において送信音声信号
（Ａ）を検出すると振動が開始し、次の通話が行なわれる。
【００１２】
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図１３は振動着信機能とビープ音鳴動機能とを共に備えた無線機の着信動作を説明するタ
イムチャートである。
まず、送信側が無線機の操作キー（例えばコールキー）を操作することで、ビープ音の波
形（コールトーン）が送信され、時刻ｔ 0において受信ビープ音の鳴動が開始し、時刻ｔ 1

において鳴動が停止する動作が加わる以外は図１２の場合と類似した動作が行なわれる。
バイブレータの振動は時刻ｔ 0において受信ビープ音の鳴動と一緒に開始する。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
一般にパーソナル無線機においては、送信側が通話を開始しようとする場合、ＰＴＴスイ
ッチを押して直ぐに通話に入るのが普通である。またビープ音呼出し機能が付いている無
線機では、ビープ音信号送出のためのコールキー（ Call Key）を押下した後、ＰＴＴスイ
ッチを押して直ぐに通話に入る。
【００１４】
ところが、図１２、図１３で説明したように従来の無線機では、受信側でキー操作を行う
などの処理、あるいは一定時間経過しなければバイブレータの振動が止まらず、送信側か
らの音声を聞くことが出来なかった。
即ち、図１２に示す時間Ｔ 1区間又は図１３に示す時間Ｔ 2区間では送信側からの音声信号
の送信はあっても音声出力がスピーカから得られないという状態が発生する。これは通話
の「頭切れ」と呼ばれ、一回の通話毎にその通話の先頭部分でこの「頭切れ」が発生する
。
【００１５】
この「頭切れ」を防止するためには、受信側がバイブレータの振動を停止するのを待って
送信側が音声信号の送信を行なえば良いわけであるが、送信側では受信側がいつバイブレ
ータの振動を停止したのかわからない。そこで、いったん送信を停止し、受信側からの応
答を待ってから通話を開始しなければならなかった。
このため、通話がスムーズに開始できないという問題があった。
本発明、上述した問題点を解消するためになされたもので、「頭切れ」をなくしスムーズ
な通話を実現することの出来るパーソナル無線機を提供することを目的とする。
【００１８】

　本発明の第 のパーソナル無線機は、他の無線機からの信号をアンテナを介して受信す
る受信手段と、該受信手段で受信された受信信号中の音声信号を検出する信号検出手段と
、前記受信手段で受信された受信信号中のトーン信号を検出し、予め自機に設定されてい
るトーン信号との一致を判断するトーン信号検出手段と、前記受信手段によって他の無線
機からの信号を受信した際、前記信号検出手段によって音声信号が検出され、かつ前記ト
ーン信号検出手段によってトーン信号の一致が検出されると、バイブレータを振動させて
他の無線機からの受信を知らせると同時に、スピーカスイッチを閉塞させてスピーカより
前記音声信号を出力する手段とを具備することを特徴とする。
【００１９】
　本発明の第 のパーソナル無線機は、他の無線機からの信号をアンテナを介して受信す
る受信手段と、該受信手段で受信された受信信号中の音声信号を検出する信号検出手段と
、前記受信手段で受信された受信信号中のトーン信号を検出し、予め自機に設定されてい
るトーン信号との一致を判断するトーン信号検出手段と、前記受信手段によって他の無線
機からの信号を受信した際、前記トーン信号検出手段によってトーン信号の一致が検出さ
れるとバイブレータを振動させて他の無線機からの受信を知らせ、さらに、トーン信号の
一致と、前記信号検出手段によって音声信号が検出されるとスピーカスイッチを閉塞させ
てスピーカより前記音声信号を出力する手段とを具備することを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明は、前記記載のパーソナル無線機において、前記トーン が選択呼び出
しシグナリングにより設定されることを特徴とする。
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　さらに、本発明は、前記記載のパーソナル無線機において、前記選択呼び出しシグナリ
ングがＣＴＣＳＳ，ＤＣＳ，ＭＳＫ又はＤＴＭＦのいずれか１つ又はその組合せからなる
ことを特徴とする。
【００２１】
【発明の実施の形態】
図１は、少なくとも振動着信機能を備えた本発明の無線機の動作を説明するフローチャー
トである。
まず、ステップ１００において振動着信機能を例えば、図示していない無線機の操作キー
によりＯＮに設定すると、バイブレータの振動開始が許可される状態となる。ついで、通
話用のＰＴＴスイッチが押されているかを検知する（ステップ１０２）。押されていれば
、無線機は送信状態（ステップ１０８）であるから、バイブレータの振動を禁止し（ステ
ップ１１０）、バイブレータの振動継続時間を設定しているタイマーＡをリセットし（ス
テップ１１２）、ステップ１０２の状態に戻る。
ＰＴＴスイッチが押下されていないときは、受信待機状態（ステップ１０４）であるから
、この状態で他の無線機からの音声信号を受信する（ステップ１０６）。音声信号の着信
があれば、すぐに受信を開始し、音声をスピーカ出力する（ステップ１１４）。
【００２２】
次にバイブレータの振動開始が許可されているかをチェックし（ステップ１１８）、許可
されていれば、振動開始させる（ステップ１２０）。いったん振動が開始すると、キー操
作が行なわれたり、又はタイマーＡに設定された継続時間が経過したとき停止する。また
、いったん振動した後は、所定時間以上、受信信号の中断がない限り再振動を禁止する処
理を行う（ステップ１２２）。
【００２３】
ついで、タイマーＡをリセットする（ステップ１２４）。ステップ１０６で音声信号を受
信しなかった場合は、スピーカ出力せず（ステップ１１６）、ステップ１２６に移行する
。
タイマーＡに設定した時間が経過すると（ステップ１２６）、バイブレータが振動してい
るのであればこれを停止させ（ステップ１２８）、次の通話に備えて振動開始を許可する
処理を行う（ステップ１３０）。
【００２４】
図６は、本発明に係る無線機の受信部の構成の一例を示すブロック図である。
アンナテ１０を介して受信された受信信号はＲＦ回路２２、ＩＦ回路２４及びＡＦ回路２
６からなる受信回路２０により検波され、スピーカスイッチ４６を介してスピーカ４８に
出力される。
【００２５】
ここで受信信号中には音声信号、搬送波信号、ＣＴＣＳＳなどのトーン信号が含まれてい
る。図６に示す回路では、この受信信号中の音声信号を信号検出器により検出するよう構
成されている。音声信号が検出されると、ＣＰＵ４０はスピーカスイッチ４６を閉塞する
と共にバイブレータスイッチ４２も閉塞してバイブレータの振動を開始させる。いったん
開始したバイブレータの振動は、図示しないタイマーに設定された一定時間が経過すると
停止するが、ＰＴＴスイッチ５０を押下しても停止する。
このように図６の回路では、他の無線機から送信された音声信号を検出すると同時に音声
信号の受信とバイブレータの振動とを行っているため、受信した音声信号の「頭切れ」が
発生することはない。
【００２６】
図７は受信信号中の搬送波信号とトーン信号とを同時に検出して、スピーカスイッチ４６
とバイブレータスイッチ４２とを同時に制御するようにしたものである。搬送波検出器３
２は現在使用中の周波数に搬送波があるかどうかを検出してＣＰＵ４０に伝送する。
ＣＴＣＳＳ／ＤＣＳ検出器３４は受信信号中にＣＴＣＳＳやＤＣＳなどのトーン信号が存
在するか、存在する場合に予かじめ設定されているトーンコードに一致するかどうかを検
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出して、その結果をＣＰＵ４０に伝送する。したがって図７の回路の場合には、音声信号
とトーンコードの一致したトーン信号とが同時に検出されたときのみ、バイブレータ４４
が振動し、スピーカ４８から音声出力が得られる。
上述した実施形態では、無線機は相手を呼出すためのビープ音鳴動機能を備えていなかっ
たが、本発明は、ビープ音鳴動機能を備えた無線機にも適用できる。
【００２７】
図８はビープ音（又はコールトーンともいう）を送信する機能を備えた無線機の送信部の
構成を示すブロック図である。
図８に示す無線機の送信部からビープ音を相手側無線機に送信するためには、コールキー
７２を押下する。すると、ＣＰＵ７０は送信回路６０に電源を供給し、マイクスイッチを
オフ、コールトーンスイッチをオンにして、コールトーン発生回路８４を起動し、音声帯
域のビープ音信号を発生させる。ＣＰＵ７０はコールトーンスイッチ７８を閉塞させてい
るため、コールトーン発生回路８４で発生したビープ音信号は送信回路６０に伝送され、
アンテナ１０から送信される。送信回路６０は変調回路６６、ＶＣＯ６４、ＲＦアンプ６
２から構成されている。
【００２８】
ついで、ＰＴＴスイッチ７４が押下されると、ＣＰＵは送信回路６０に電源を供給し、マ
イクスイッチ８０をオン、コールトーンスイッチをオフにする。
これにより、マイク８２からの音声を送信することができる。このとき相手側無線機の受
信部では、ビープ音の鳴動と共にバイブレータが振動し、同時に音声信号が出力される。
【００２９】
図２～図５は本発明による振動着信機能付き無線機の着信動作を説明するタイムチャート
である。
図２は振動着信機能のみが備わっている無線機の場合の動作を示している。
送信側の無線機から送信音声信号（Ａ）が時刻ｔ 1  で送信されると、受信側の無線機はト
ーン信号又は送信音声信号を検出し、時刻ｔ 1  でバイブレータの振動（Ｂ）を開始する。
受信側でＰＴＴスイッチを押下するなどの応答動作のためのキー操作がなされたり、ある
いは予かじめ設定された振動継続時間が経過すると、時刻ｔ 2  でバイブレータの振動は停
止する。従来の無線機と異なり、バイブレータの振動と同時に受信回路が動作し、受信音
声信号（ｃ）に基づく受信音声が時刻ｔ 1  の時点からスピーカから出力される。
従って「頭切れ」の問題は発生しない。時刻ｔ 3  以降の動作は図１２に示した従来の無線
機の場合の動作と同一である。
【００３０】
図３は振動着信機能とビープ音鳴動機能とを共に備えた本発明の無線機の着信動作を説明
するタイムチャートである。
時刻ｔ 0  において受信ビープ音の鳴動が開始し、時刻ｔ 1  において鳴動が停止する以外は
図２の場合と同様な動作が行なわれる。なお、バイブレータの振動は時刻ｔ 0  において、
受信ビープ音の鳴動と一緒に開始する。
【００３１】
図４はトーンコードが一致する電波を受信したときだけ動作する振動着信機能を備えた本
発明の無線機の動作を説明するタイムチャートである。
他の無線機が送信された音声信号（Ａ）とトーンコードの一致したトーン信号（Ｇ）の着
信と同時に時刻ｔ 1  でバイブレータの振動を開始し、所定時間の経過若しくは所定キー操
作により時刻ｔ 2  で振動を停止する。バイブレータの振動と同時に受信回路が動作し、受
信音声信号（Ｃ）に基づく受信音声が、時刻ｔ 1  の時点からスピーカから出力される。
【００３２】
図５は図４の無線機において、さらにビープ音鳴動機能をも備えている場合の着信動作を
説明するタイムチャートである。
時刻ｔ 0  において、他の無線機から送信されたビープ音信号とトーンコードの一致したト
ーン信号の着信と同時にバイブレータの振動が開始する。また、時刻ｔ 1  において、他の
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無線機から送信された音声信号とトーンコードの一致したトーン信号とが共に着信したと
き受信音声信号（Ｃ）に基づく受信音声がスピーカから出力される。図３～図５に示すい
ずれの場合にも受信音声の「頭切れ」の問題は発生しない。
【００３３】
本発明はトーン信号としてＭＳＫやＤＴＭＦを用いた個別呼び出し機能を備えた無線機に
おいても振動着信機能と組み合せて適用することが出来る。送信側はＭＳＫやＤＴＭＦを
利用して図示していない操作キーにより個別のＩＤ呼び出しを行い（呼び出し相手を選ん
でから）、送信を行う。受信側は自分が呼ばれたとき（自己ＩＤと一致したとき）だけ受
信音声を聞くことも出来るし、全ての受信音声を聞くようにすることも出来る。そして呼
ばれた相手の無線機のみがバイブレータの振動を行う。
【００３４】
図９は上述した機能を備えた無線機の送信部の構成を示すブロック図である。なお図８に
示す回路構成と同一部分には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。図９の回路では
図８の回路におけるコールトーン発生回路８４に代えて、ＭＳＫ発生回路７６を設けてい
る。また、ＣＰＵ７０内のメモリ７１には予かじめ自局のＩＤと共に呼び出し相手の無線
機Ａ，ＢのＩＤが格納されている。ＰＴＴスイッチ７４が押下されると、ＣＰＵ７０は送
信回路６０をオンにするとともにマイクスイッチをオフ、ＭＳＫスイッチ７８をオンにし
て相手局のＩＤを出力する。ＭＳＫ発生回路７６からのＭＳＫの出力が終了するとＭＳＫ
スイッチ７８をオフにし、マイクスイッチ８０をオンにする。ここで選択スイッチ７２に
より無線機Ａが選択された場合には、無線機Ａにおいては受話音声が聞こえバイブレータ
が振動する。
【００３５】
一方選択されなかった無線機Ｂにおいては受話音声は聞こえるもののバイブレータは振動
しない。
なお、メモリ７１に格納される相手局のＩＤは、パソコンなどの外部機器を用いて書き換
えることも可能である。
【００３６】
図１０は図９の無線機の相手側の無線機の受信部の構成を示すブロック図である。図７に
示す回路と同一部分には同一符号が付されている。
図７のＤＴＣＳＳ／ＤＣＳ検出器３４に代えて、ＭＳＫ検出器３６が備えられている。相
手側の無線機から送られたＭＳＫ信号がＭＳＫ検出器３６によりデコードされＣＰＵ４０
に送られる。ＭＳＫ信号は「１」又は「０」のビット列で構成されており、無線機Ａおよ
び無線機ＢのＣＰＵ４０はＭＳＫ検出器からのビット列とＣＰＵ４０のメモリ４１内にあ
る自局ＩＤとを比較する。
【００３７】
受信した信号と自分のコードとが一致した場合、ＣＰＵ４０はバイブレータスイッチ４２
をオンしてバイブレータ４４を振動させる。
一方、無線機Ａ，Ｂのスピーカは搬送検出器からの信号によりコントロールされＭＳＫ検
出器からの信号はスピーカ出力に対しては影響を与えない。このように、受信側はＭＳＫ
又はＤＴＭＦで自局が呼ばれたときのみバイブレータが振動する。スピーカはＭＳＫやＤ
ＴＭＦとは無関係にオン・オフされるので、全ての通話をモニタしながら自局が呼び出さ
れたことを知ることも出来る。また自局が呼び出されたときにはビープ音が鳴ったりせず
すぐに音声が出力されるようにも出来るので、送信側は受信側の応答を待つことなく会話
を開始することができる。
【００３８】
なお、本発明は、ＭＳＫ信号にコマンドを追加することによりバイブレータが停止するま
では音声出力をしないという従来の動作とも混在させることが出来る。図１１はこのよう
な実施の形態を説明するためのフローチャートで図１１（Ａ）は送信側の、図１１（Ｂ）
は受信側の手順をそれぞれ示している。
送信側（無線機Ａ）でＰＴＴスイッチが押下されると（ステップ２００）、“Ａ”という
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コマンドと相手局ＩＤとを送信する（ステップ２０２）。ＭＳＫの送信終了後はＰＴＴス
イッチが離されるまではマイクからの音声を送信し続ける（ステップ２０４，２０６）。
【００３９】
一方、コールキースイッチが押された場合（ステップ２０１）、“Ｂ”というコマンドと
相手局ＩＤとを送信する（ステップ２０３）。その後はステップ２０４，２０６と同様の
ステップ２０５，２０７を実行する。これによりステップ２００，２０２，２０４，２０
６では本発明の動作が実行され、ステップ２０１，２０３，２０５，２０７では従来の動
作が実行されることになる。受信側では、自局が呼び出された後（ステップ３００）、受
信したコマンドの判定を行う（ステップ３０２）。コマンド“Ａ”を検出すると、バイブ
レータを振動させると同時に（ステップ３０４）、受信音声をスピーカ出力する（ステッ
プ３０６）。これにより本発明の動作が実行される。
【００４０】
また、コマンド“Ｂ”を検出すると、バイブレータを振動させ（ステップ３０１）、同時
にビープ音の鳴動を行う（ステップ３０３）。
そして、振動とビープ音の鳴動が停止後に受信音声の出力を開始する（ステップ３０５）
。これにより従来の動作が実行される。
このように本発明の動作と従来の動作とを混在させることにより、受信する側のユーザの
状況に応じた臨機応変の送信処理を行うことが出来る。
すなわち、受信側ユーザが騒音などの激しい作業現場にいる場合には、従来の動作を実行
した方が良いからである。
【００４１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の無線機では、受信時に着信と同時にバイブレータの信号が
始まるとともに音声出力もなされるため、受信音声の「頭切れ」が発生することがない。
また、送信側は相手の応答を待つことなくすぐに会話を始めることが出来る。
したがってスムーズな通話を実現することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】少なくとも振動着信機能を備えた本発明の無線機の動作を説明するフローチャー
ト。
【図２】本発明による振動着信機能付き無線機の着信動作を説明するタイムチャート。
【図３】本発明による振動着信機能付き無線機の着信動作を説明するタイムチャート。
【図４】本発明による振動着信機能付き無線機の着信動作を説明するタイムチャート。
【図５】本発明による振動着信機能付き無線機において、さらにビープ音鳴動機能をも備
えている場合の着信動作を説明するタイムチャート。
【図６】本発明に係る無線機の受信部の構成の一例を示すブロック図。
【図７】本発明に係る無線機の受信部の構成の一例を示すブロック図。
【図８】本発明に係る無線機の送信部の構成を示すブロック図。
【図９】本発明に係る無線機の送信部の構成を示すブロック図。
【図１０】本発明に係る無線機の相手側の無線機の受信部の構成を示すブロック図。
【図１１】本発明の実施の形態を説明するためのフローチャートであり、（Ａ）は送信側
の手順を、（Ｂ）は受信側の手順をそれぞれ示す。
【図１２】従来の振動着信機能付き無線機の着信動作を説明するタイムチャート。
【図１３】従来の振動着信機能とビープ音鳴動機能とを共に備えた無線機の着信動作を説
明するタイムチャート。
【図１４】レピータ（中継機）を介して相互通信を行うパーソナル無線機を使用した通信
システムの構成図である。
【符号の説明】
２０　　受信回路
３０　　信号検出器
３２　　搬送波検出器
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３４　　ＣＴＣＳＳ／ＤＣＳ検出器
４０　　ＣＰＵ
４２　　バイブレータスイッチ
４４　　バイブレータ
４６　　スピーカスイッチ
４８　　スピーカ
７０　　ＣＰＵ
７２　　コールキー
７４　　ＰＴＴスイッチ
７６　　発生回路
７８　　ＭＳＫスイッチ
８０　　マイクスイッチ
８２　　マイク
８４　　コールトーン発生回路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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